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研究成果の概要（和文）：本研究では、第一に、戦後の寄せ場地域や港湾地域を対象として、労働運動の展開過
程に関わる一次資料を収集・アーカイブ化するとともに、インタビュー調査によって貴重な証言を記録すること
ができた。これらの記録やそれらの分析により得られた知見は、ウェブサイトの作成・公開などの方法によって
公表した。第二に、本研究の調査研究から得られた理論的知見を国内外の学会やカンファレンスにおいて提示し
た。

研究成果の概要（英文）：The achievement of this study is summarized as follow. Firstly, I collected 
and archived broad range of historical primary sources on Yoseba and port labor movements in postwar
 era, and conducted an interview research on those sources. I published those archives and findings 
in diverse ways including academic papers and public websites. Secondly, I published theoretical 
findings gained from case studies at academic meetings and conference inside and outside of the 
country. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、寄せ場や港湾といった複数の対象地とした資料収集・分析やインタビュー調査によっ
て、流動することを常とする都市下層労働者が形成する場所のありようを捉えたという点にある。そのことによ
り本研究は、「場所」概念を複数的かつ動的な過程として把握する可能性を開いた。また本研究の社会的意義と
しては、その記録的価値の高さが挙げられる。本研究においては、都市下層労働者の運動に関連する貴重な一次
資料を幅広く収集し、デジタル化することによって、長期的に保存・参照しうるアーカイブを作成した。また、
ウェブサイトを作製することによって、諸資料を閲覧しうる環境を構築した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
場所の本質主義的な概念化を脱し、絶えず変化する過程として再概念化することは、グローバ
ル化を批判的に捉えるうえで最重要の地理学的課題である。このように「過程としての場所」を
把握するうえで、「モビリティ」と「労働」というふたつの概念が決定的に重要であると考えら
れる。「モビリティ」概念について、たとえば移民とその対抗運動は、グローバル化という状況
下において対抗的な場所を形成する主体として、地理学的議論の中心的位置を占めている。また
「労働」概念について、労働者が主体的に場所を創出する過程に注目すべきとする「労働の地理
学」の議論をはじめとして、労働者とその運動の動態を明らかにすることは、世界的な課題とし
て浮上している。 
これらの理論的視角にもとづいた事例研究は、国内においても積み重ねられつつあるが、都市
下層労働者に関する研究は見過ごされてきた。そのような労働者の流動は、ここで述べたような
「場所」・「モビリティ」・「労働」という概念の理論的展開を、事例研究の見地から検証するうえ
で重要な対象である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「場所」・「モビリティ」・「労働」という現代地理学の重要概念に注目しつつ、都市
下層労働者の労働史および対抗運動の動態を明らかにすることを目的とする。具体的には、戦後
の都市における下層労働者の移動経験や対抗運動の動態を探究し、その思想や実践が国内外の
他の場所へと伝播する過程を、インタビュー調査および資料収集等の方法により明らかにする。 
また、これらの事例研究と並行しつつ、場所概念に関す地理学的研究の展開可能性を、以下の
とおり提示する。まず、「場所」・「モビリティ」・「労働」という地理学的概念が有する射程を具
体的に提示することにより、それらの概念が有する現代的意義を提示する。さらには、現代都市
における景観形成という課題にも焦点を当て、場所と記憶に関する理論的視座を構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究の主たる調査手法は、労働者や活動家に対するインタビュー調査および資料収集であ
る。都市下層労働者やその対抗運動が有するモビリティに焦点を当てる本研究の性質上、対象と
する地域は複数にわたる。具体的には、１）釜ヶ崎・山谷・寿町・笹島などの寄せ場地域、２）
瀬戸内地方の造船業地域や福岡・筑豊をはじめとする旧産炭地域、３）大阪港を中心とする港湾
地域、である。本研究では、労働者の移動経路や対抗運動の波及経路をたどることで、これら複
数の場所の関係性を解明し、また、その背後に存する産業や地域の構造的変容をも明らかにする。
さらに、これらの事例研究から得られた知見を理論的研究の知見に照らし合わせることにより、
「場所」「モビリティ」「労働」という概念を再考する。 
 
４．研究成果 
（１）大阪・釜ヶ崎や東京・山谷をはじめとする寄せ場地域の労働運動にかかわるビラや冊子な
どの一次資料について、はばひろく資料を収集することができた。これらの１次資料は、運動の
展開や各地の影響関係、都市下層労働者の移動性を具体的に知るうえで重要な歴史的価値をも
つが、各地に散在したまま個人的に保管されているケースがほとんどであり、散逸・紛失するこ
とが危惧される状態にあった。本研究においては、これらの資料を撮影してデジタル化すること
により、長期的に保存・閲覧できるアーカイブを作成した。また、それらの資料が作成された当
時を知る当事者や、作成者・執筆者に対するインタビュー調査を継続的に遂行した。そのことに
より本研究は、これまで明らかではなかった資料作成の地域的・歴史的背景について、新たな知
見を得ることができた。なお、本研究において収集し得た資料は、想定していた分量をはるかに
上回り、当初の計画をこえる成果が得られた。それゆえ、限られた研究期間のなかですべての資
料の整理・分析を完結させるには至らなかった。またインタビュー調査についても、当時を知る
インフォーマントから次々とご紹介いただき、すべての方を網羅することはかなわなかった。こ
れらの点について、さらなる調査・整理・分析の作業が今後の課題として残されている。 
 
（２）上記（１）の研究を進めるなかで、1960 年代末から 2000 年代に至るまで、釜ヶ崎の記録
写真を撮影しつづけた写真家の中島敏氏の協力を得て、これまで未公表だった写真ネガ（約 1万
点）についてデジタル化に向けた取り組みを開始した。これらの写真記録は、都市下層労働者の
生きられた経験を知るうえで重要な分析素材でもある。したがって一次資料としてきわめて高
い記録的価値を有し、これらを保存しデジタル化することには大きな社会的意義がある。また、
本研究では、これらの写真ネガのデジタル化を進めると同時に、中島敏氏にご協力いただき、撮
影された場所や年代の特定のほか、中島氏の労働・生活経験、写真に込めた思いなどについてイ
ンタビューを実施した。このような機会は、労働の記憶とその保存・継承を目的とする本研究に
とって、きわめて重要であった。またこれらの写真資料がもつ社会的意義を踏まえ、本研究の最
終年度においては、ウェブサイトを構築・公開することにより、写真群を一般に閲覧できる環境
を整えた（「中島敏フォトアーカイブ（https://atom.log.osaka/sn01）」及び「解題 中島敏フォ
トアーカイブ（https://project.log.osaka/nakajima/）」）。なおこれらの写真群についても、限
られた研究期間のなかですべてを整理・分析するには至らず、今後継続すべき課題として残され
ている。 



 
（３）神戸港を中心とする戦後の港湾労働運動について、きわめて重要な一次資料を収集するこ
とができた。また、収集した資料を踏まえ、港湾労働運動を担った当事者にインタビュー調査を
実施し、港湾労働の歴史的実態や、労働運動の展開の詳細などを明らかにした。なかでも特筆す
べきは、神戸港において蓄積された諸資料のなかでは、労働者自身の手による随想や手記などの
記録が多数残されていたことである。本研究においては、これらの資料を分析・読解することに
より、労働者の労働や移動の経験を多面的に把握することができた。とりわけ最終年度において
は、神戸港に固有の運動である労災職業病闘争に焦点をあわせ、アスベスト被害をはじめとする
港湾労働災害の実態や、その闘争の展開過程の詳細を明らかにした。この作業により本研究は、
現代の環境問題へと接続しうる知見を得ることができた。 
 
（４）1990 年代以降の野宿者運動は、寄せ場の運動と直接的な連続性を有しており、上記（１）
の研究課題を進めるなかで収集した一次資料には、野宿者運動に関するものも多数含まれてい
た。したがって本研究では、1990 年代以降の野宿者運動にも視野を広げ、これについてもイン
タビュー等の調査を実施した。この取り組みによって、公共空間における反排除闘争や、立ち退
きに抗う反ジェントリフィケーション闘争の実態や展開過程を明らかにすることができた。こ
の点は、本研究の課題である都市下層労働者の「場所」・「モビリティ」・「労働」を、歴史的のみ
ならず現在的な視点から捉えるうえで、きわめて重要な視点となった。 
 
（５）上記の（１）～（４）の幅広い事例研究を踏まえて、そこから得られる理論的な知見を、
国内の学会や海外のカンファレンスの場にて報告し、国内外の研究者と議論を交わすなかで、本
研究のキーワードである「場所」「モビリティ」「労働」について豊かな知見を得ることができた。
具体的には、一方で都市下層労働者の移動や流動がかけ離れた場所を結びつけることにより各
地の運動には共通の基盤が生み出されたこと、他方でそれら運動の具体的な展開が場所に固有
の差異をも生み出すことを明らかにした。また、とりわけ 1990 年代以降の野宿者運動の局面お
いては、労働現場や労働市場の問題に加え、再生産労働の意義が重視されるようになった。本研
究は、このようなシフトが「労働」の概念それ自体を変容・拡張させるものだったことを論じ、
その現代的意義を明らかにした。 
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